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担当部

直接実施・

運営

52 委託

平成１６年度 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

市民の環境意識の高揚を図る

2

環境対策課

政策推進係

31

平成３０年度以降

環境対策

担当課

8

環境交通

市民・事業者・市が協働して環境への具体的な取組みを推進するため、環境フェアなどを実

施する。

○平成23年度実施内容

市民・事業者・市が協働して環境基本計画の重点施策を推進するために、平成16年6月に

発足した「こまき環境市民会議」に事業委託し、環境基本計画の具体的な取組みを実施す

る。市職員業務としては、市民会議事務局業務を行う。主な実施業務については、以下のと

おりです。

【イベント】

平成２３年４月９日　「菜の花プロジェクト事業」（岩崎地内）

　　　　　　　７月３０日「環境映画上映会」（あさひホール）

　　　　　　１１月１９日・２０日「環境フェア開催事業」（市民会館）

平成２４年２月１８日「こどもとおとなの環境会議」（北里市民センター）

【その他】

助成 0

2

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

小牧市環境基本条例　　小牧市環境基本計画

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

2,127

0.00

0

15,719

4,098

109.9

4,098
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15,719

0

0
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4,029

3,727

0

費用合計

1,902 1,600

0

3,727

92.5

受益者負担

費

用

直接経費

正職員

国・県支出金

対前年比

その他財源

4,029

0

一般財源

Ｈ21決算額

【その他】

ホームページ維持管理事業、環境情報紙作成事業、環境家計簿普及事業

【直接経費の内訳】

環境基本計画推進事業委託料（1,971千円）

○平成24年度実施内容

環境基本計画の重点施策を推進するため、23年度と同様に「こまき環境市民会議」に事業

委託し、実施する。（2,000千円）

平成24年度単年で、環境基本計画及び地球温暖化対策地域推進計画の見直しを実施す

る。（8,400千円）

無

人件費

従事者数

人件費

0.40

（手段）

従事者数

Ｈ23決算額
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Ｈ22決算額

0.400.40
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1.00

0

00

0

5,319
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23,000

36,000

H21

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

H22

35,000

H23

12

12

こまき環境市民会議会

合

36,000

成果指標名

環境フェア来場者数（い

きいきこまき全体での

来場者数）

事業の

達成状況

活動指標名 H22

1212 12

H24H23

201

回

12 12

H21

36,000

38,000

人

市民・事業者・市が協働して環境への具体的な取り組み（環境フェア・こどもおとなの

環境会議・環境映画上映会等）を実施し、環境基本計画重点施策の推進を図ることが

できた。

36,000

H24

市民・事業者・市が協働して環境への取り組みをさらに充実していくため、今後は参加

者を増員していき、内容を見直し、充実を図る。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

マンネリ化しつつある事業内容や活動方法を見直す必要がある。

継続して事業実施

方向性の判定 現状維持

改善案等

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由

一次評価のとおり。一次評価のとおり現状維持とするが、イベントでの啓発など事業がマン

ネリ化して、効果の低いものとなっていないか検証し、必要に応じて事業内容を見直すこと。

現状維持

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

事事事事

業業業業
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自自自自

己己己己

評評評評
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今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

判定理由

市民・事業者・市が協働して行う環境保全の配慮活動の範囲が狭くなる。


